
 

 
 



 

 
 



　謹んで新春をお喜び申し上げます。
　ここ数年精神保健福祉をはじめとして、障害福祉施策は大きく変化してきて
います。障害者基本法及び障害者総合支援法の改正、障害者差別解消法の制定、
障害者権利条約の批准が矢継ぎ早に行われました。家族会に関係深いものでは、
精神保健福祉法の改正がまず挙げられます。法の改正によって、明治 33 年に
制定されて以来 110 年以上続いてきた保護者制度が廃止されたことは大きな
成果でしたし、障害者雇用促進法の改正によって精神障害者雇用が義務付けら
れたことも大きなできごとでした。
　しかし残された課題もまた大きいことも事実です。保護者制度が廃止になり
ましたが、医療保護入院における家族の同意要件が残りました。本人の権利擁
護システムが築けなかったことなども大きな問題です。また、ＪＲ運賃割引や
障害者医療費助成における他の２障害との格差是正は喫緊の課題です。このう
ち、公共運賃等割引問題では、昨年他の２障害同様の運賃割引をめざすプロジェ
クトチームを立ち上げ、要望に向け第１歩を踏み出しました。本年はこの要望
活動を加速させるとともに、他の様々な課題に優先順位を決めながら一つ一つ
取り組んでいきたいと思います。それらの課題を検討する政索委員会も、立ち
上げていきたいと考えています。
　さて、家族会の三本柱は、支え合い、学習、運動と言われていますが、この
うち、支え合いについては、当会ではその設立以来本当の意味の家族支援を求
めてきました。その一つとして英国の家族支援技術の導入普及が考えています。
しかし、それを成し遂げるには、みんなねっとだけでできないことは言うまで
もありません。行政や関係団体のご理解とご支援、そして何より全国の家族会
の皆様の、ご支援ご協力が必要です。
　本年も、本人と家族が住み慣れた地域で社会から本人を含めた家族全体が支
援を受けながら生きていける社会をめざしていきたいと思います。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　謹んで新春をお喜び申し上げます。

新年のごあいさつ
公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会　理事長　本條義和
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■
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分

科
会
「
第
63
回
・
９
月
11
日
」

　

今
回
か
ら
、
指
針
づ
く
り
に
向
け

た
本
格
的
な
議
論
に
入
り
ま
す
。

　

冒
頭
、
生
田
正
之
職
業
安
定
局
長

か
ら
、
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
を

円
滑
に
施
行
・
定
着
さ
せ
る
た
め
に

は
差
別
禁
止
及
び
合
理
的
配
慮
提
供

の
２
つ
の
指
針
が
大
事
で
あ
り
、
活

発
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
事
務
局
か
ら
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
、
12
月
15
日
ま
で
に

差
別
禁
止
指
針
及
び
合
理
的
配
慮
指

針
に
つ
い
て
議
論
し
、
年
末
年
始
に

か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
、
来
年
２
月
頃
に
は
諮
問
答
申
を

行
い
、
年
度
内
（
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
）
に
指
針
を
策
定
し
、
来
年

度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
）
に
指
針
の
周
知
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
予
定
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
議
題
に
入
り
「
障
害
者
に
対

す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
に

定
め
る
事
項
に
関
し
、
事
業
主
が
適

切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
案
）」

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
案
は
「
改
正
障
害

者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
差
別
禁

止
・
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
指
針
の

在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
（
平

成
25
年
９
月
～
平
成
26
年
５
月
に
か

け
て
計
11
回
開
催
、
当
会
か
ら
は
北

野
誠
一
氏
出
席
）」
を
踏
ま
え
て
事

務
局
が
た
た
き
台
と
し
て
作
成
し
た

も
の
で
す
。
研
究
会
で
11
回
に
及
ぶ

議
論
を
尽
く
さ
れ
作
成
さ
れ
た
案
で

あ
り
完
成
度
は
高
い
と
思
わ
れ
る

が
、「
何
が
差
別
で
あ
る
か
が
分
か

り
に
く
い
、
何
が
差
別
か
の
具
体
例

を
あ
げ
て
文
書
化
す
べ
き
」
と
の
意

見
を
当
会
か
ら
は
述
べ
て
お
き
ま
し

た
。
次
回
は
引
き
続
き
差
別
禁
止
の

議
論
の
予
定
で
す
。

■
第
58
回
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者

部
会
「
10
月
31
日
」

　

今
回
は
、
①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
経
営
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

②
障
害
者
総
合
支
援
法
対
象
疾
病

（
難
病
等
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
③

長
期
入
院
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行

に
向
け
た
具
体
的
方
策
に
係
る
検
討

会
の
取
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
た
主
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
④
そ
の
他
、
と

す
べ
て
報
告
事
項
で
し
た
。
経
営
実

知
っ
て
お
き
た
い

精
神
保
健
福
祉
の
動
き
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態
調
査
で
は
各
サ
ー
ビ
ス
の
収
支
状

況
（
収
支
差
率
）、
従
事
者
数
、
給

与
等
を
調
査
し
た
ほ
か
、
検
討
チ
ー

ム
が
４
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
当
会
は

８
月
22
日
に
出
席
、
み
ん
な
ね
っ
と

10
月
号
参
照
）
等
10
回
に
わ
た
り
検

討
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
の
難
病
等
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
１
３
０
疾
病
を
１
５
３
疾
病
に

拡
大
し
た
こ
と
は
、
障
害
の
概
念
が

従
来
の
固
定
か
ら
変
化
し
う
る
生
活

の
し
づ
ら
さ
に
変
わ
っ
て
き
つ
つ
あ

る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
少
し
前
進

し
て
い
る
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

③
の
長
期
入
院
精
神
障
害
者
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
、
当
会
は
「
退
院

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
地
域
で
生
活

し
、
社
会
参
加
す
る
ス
タ
ー
ト
台
で

あ
る
。
本
人
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ

と
は
、
一
歩
前
進
と
し
て
評
価
で
き

る
が
、
偏
見
・
差
別
な
ど
の
人
権
や

精
神
疾
患
を
含
め
た
心
の
健
康
教

育
、
就
労
・
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
等
の
援

助
付
雇
用
企
業
と
の
連
携
、
住
居
支

援
に
し
て
も
福
祉
、
医
療
だ
け
で
な

く
不
動
産
の
専
門
家
、
更
に
矯
正
施

設
と
の
連
携
等
も
必
要
で
あ
る
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
検
討

会
で
議
論
し
て
頂
き
た
か
っ
た
し
、

今
後
は
地
域
で
の
生
活
と
い
う
視
点

で
議
論
し
て
頂
き
た
い
。」
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

■
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）

第
23
回
代
表
者
会
議
「
11
月
５
日
」

　

会
議
で
は
、
代
表
副
代
表
等
の
改

選
が
行
な
わ
れ
、
嵐
谷
安
雄
代
表
、

竹
下
芳
樹
副
代
表
、
石
野
富
志
三
郎

副
代
表
、
野
村
茂
樹
監
査
役
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
構
成
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
、
三
役
会
を
代
表
、
副
代

表
、
監
事
会
議
長
に
よ
り
開
催
す
る

こ
と
、
委
員
会
構
成
に
つ
い
て
は
、

権
利
条
約
、
差
別
禁
止
法
制
小
委
員

会
の
名
称
を
、
権
利
条
約
推
進
委
員

会
と
、
差
別
解
消
法
制
推
進
委
員
会

と
改
め
ま
し
た
。

　

定
款
の
変
更
が
行
な
わ
れ
、
障
害

者
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
批
准
の
推
進
の
批
准

0

0

が
削
除

さ
れ
、
障
害
者
権
利
条
約
の
推
進

0

0

に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
国
内
法
の
整
備

も
推
進

0

0

と
す
る
事
務
局
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
会
と
し
て
は
、「
国

内
法
の
整
備
の
必
要
性
が
な
く
な
っ

た
の
で
は
な
い
、
精
神
保
健
福
祉
法

に
お
い
て
医
療
保
護
入
院
の
家
族
の

同
意
要
件
の
廃
止
や
本
人
の
権
利
擁

護
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
が
未
整
備
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な
の
を
は
じ
め
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
法
整
備
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
る
」
と
主
張
し
、
文
言
は
整
備
か

ら
推
進

0

0

と
変
え
る
も
の
の
、
権
利
条

約
の
水
準
か
ら
み
て
整
備
が
必
要
な

法
制
度
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
障
害
者
政
策
委
員
会

　

（
第
18
回　

11
月
10
日
）

　

今
ま
で
の
委
員
会
の
意
見
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
以
下
基
本
方
針
）
案
を
最
終
論
議

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
で
は
、
か
な
り
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
基
本
方
針
に

反
映
さ
れ
る
か
が
委
員
会
が
案
じ
た

こ
と
で
し
た
が
、
担
当
室
の
配
慮
が

あ
り
、
追
加
部
分
に
委
員
会
の
か
な

り
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

家
族
に
関
し
て
は
、
合
理
的
配
慮

の
と
こ
ろ
で
、精
神
障
害
者
、知
的
障

害
者
に
は
、意
志
の
表
明
に
あ
た
り
、

障
害
者
の
家
族
、
介
助
者
な
ど
の
支

援
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

啓
発
活
動
で
は
、
家
族
も
差
別
を

受
け
る
立
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
障

害
者
差
別
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
家
族
等
も
差
別
や
不
利
益
を
受

け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
国
民
一
人

ひ
と
り
が
認
識
す
る
と
と
も
に
、
法

の
趣
旨
に
つ
い
て
、
障
害
者
も
含
め

広
く
国
民
へ
の
浸
透
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。」
の
文
言
を
入

れ
る
こ
と
を
当
会
か
ら
意
見
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
障

害
者
差
別
解
消
支
援
協
議
会
に
は
、

障
害
者
と
そ
の
家
族
の
参
加
が
配
慮

さ
れ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
制
定
の

背
景
は
「
障
害
者
権
利
条
約
」
で
定

め
ら
れ
た
障
害
に
基
づ
く
差
別
の
禁

止
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き「
障

害
者
基
本
法
」
の
改
正
が
行
わ
れ
た

際
に
、
差
別
の
禁
止
の
基
本
原
則
が

規
定
さ
れ
ま
し
た
。「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
は
こ
の
基
本
原
則
を
具
体
化

す
る
法
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
担
当
室
で
基
本
方
針
を
ま
と

め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
て
、

年
内
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
全
国
精
神
保
健
福
祉
会
家
族
大
会

　

み
ん
な
ね
っ
と
石
川
大
会
が
開
催

　
「
笑
っ
て
語
っ
て
つ
な
が
っ
て
～

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動
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今
こ
そ
め
ざ
そ
う
！
共
に
生
き
る
社

会
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
川
県
金

沢
市
に
あ
る
金
沢
歌
劇
座
に
て
10
月

16
日
（
木
）
～
10
月
17
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
、
１
１
０
０
名
余
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
全
体
会
で
開
会
式
が

行
わ
れ
た
後
、
児
童
精
神
科
医
の
夏

苅
郁
子
氏
か
ら
基
調
講
演
「『
あ
な

た
病
気
の
人
、私
治
す
人
』
か
ら
『
私

も
家
族
の
一
人
で
す
』
と
言
え
る
よ

う
に
な
っ
て
見
え
て
き
た
こ
と
」
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
母
親
が
統

合
失
調
症
で
あ
り
、
精
神
疾
患
の
親

を
持
つ
子
ど
も
と
し
て
の
立
場
、
母

が
病
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
こ

と
、
医
療
者
は
何
を
す
る
べ
き
か
、

な
ど
を
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
の
経
験

を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
（
前
号
に

特
集
と
し
て
掲
載
）。

　

そ
の
後
、
本
條
義
和
理
事
長
よ
り

当
会
の
平
成
25
年
度
事
業
・
活
動
報

告
が
あ
り
、「
保
護
者
制
度
の
廃
止
」

に
向
け
て
都
道
府
県
連
や
各
地
の
家

族
会
と
共
に
働
き
か
け
を
お
こ
な
っ

た
こ
と
や
、
家
族
会
設
置
・
運
営
の

て
び
き
書
を
作
成
し
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
報
告
で
は
「
精
神
保
健
福
祉

行
政
の
現
状
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

厚
労
省
精
神
・
障
害
保
健
課
課
長
の

冨
澤
一
郎
氏
よ
り
、
長
期
入
院
精
神

障
害
者
の
地
域
移
行
に
お
け
る
行
政

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
金
沢
医
科
大
学

精
神
神
経
科
学
教
授
川
﨑
康
弘
氏
よ

り
「
精
神
科
利
用
法
―
叩
け
よ
、
さ

ら
ば
開
か
れ
ん
―
」
を
演
題
に
し
た

話
が
あ
り
ま
し
た
。
う
つ
病
や
統
合

失
調
症
な
ど
の
精
神
科
の
病
気
の
こ

と
や
、
精
神
安
定
剤
の
服
薬
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
４
０
０
名
余
が
参
加

さ
れ
、
全
国
各
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
方
が
交
流
を
図
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
分
科
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
家
族
会
活
動
、
就
労
促
進
、

偏
見
・
差
別
、
家
族
支
援
、
障
害
の

あ
る
本
人
の
活
動
の
５
つ
の
テ
ー
マ

の
分
科
会
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意

見
の
発
表
と
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
質
問
や
意
見
が
上
が
り
、
活

発
的
な
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
提
案

さ
れ
た
「
み
ん
な
ね
っ
と
石
川
大
会

ア
ピ
ー
ル
」
が
満
場
拍
手
で
採
択
さ

れ
、二
日
間
の
大
会
を
終
え
ま
し
た
。
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い
者
を
障
が
い
者
福
祉
の
対
象
か
ら

除
外
す
る
よ
う
な
差
別
は
「
権
利
条

約
」
に
照
ら
し
て
、
直
ち
に
是
正
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

交
通
運
賃
の
全
国
運
動
を
決
断

　

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

（
以
下
略
称
・
全
福
連
）
は
、
昨
年

６
月
の
定
期
総
会
で
「
Ｊ
Ｒ
な
ど
交

　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
夢
と
希
望
」
が
実
感
で
き
る
年
と

す
る
た
め
に
「
Ｊ
Ｒ
な
ど
交
通
運
賃

割
引
を
実
現
さ
せ
る
全
国
運
動
」
の

構
想
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

権
利
条
約
を
履
行
す
る
義
務

　

日
本
政
府
が
、
昨
年
２
月
に
締
結

調
印
し
た
国
連
の
「
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
条
約
（
以
下
略
称
・
権
利

条
約
）」
は
「
障
が
い
に
基
づ
く
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
禁
止
」「
障
が
い
者

が
社
会
に
参
加
し
、
包
容
さ
れ
る
こ

と
を
促
進
」
す
る
こ
と
を
明
記
し
て

い
ま
す
。
締
結
国
は
、
権
利
条
約
を

履
行
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

従
っ
て「
官
」「
民
」を
問
わ
ず「
交

通
運
賃
割
引
制
度
」
や
「
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
」
な
ど
、
精
神
障
が

身
体
・
知
的
障
が
い
者
と
同
等
の

交
通
運
賃
割
引
制
度
の

実
現
を
求
め
て

特 集

Ｊ
Ｒ
な
ど
交
通
運
賃
割
引
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

奥
田
和
男

座
長
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通
運
賃
割
引
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
以
下
略
称
・
Ｐ
Ｔ
）」
を

設
置
し
「
身
体
・
知
的
障
が
い
者
同

等
に
割
引
制
度
の
適
用
を
求
め
る
決

議
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
の
座
長
に
は
、
奥
田
和
男
氏

（
奈
良
県
）、
事
務
局
長
に
は
、
堀
場

洋
二
氏
（
愛
知
県
）
を
選
出
。
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
推
進
委
員
の
協
力
の
も

と
で「
全
国
運
動
推
進
計
画
書（
案
）」

参
加
者
に
力
強
く
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
。

　

10
月
31
日
、
全
福
連
理
事
会
は
、

Ｐ
Ｔ
の
「
計
画
書
（
案
）」
を
審
議
・

承
認
し
、都
道
府
県
連
に
「
計
画
書
」

を
届
け
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
各
地

で
「
交
通
運
賃
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」が
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
家
族
・
家
族
会
が
、
共
通

の
目
標
に
向
か
っ
て
行
動
し
、
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

そ
の
先
に
、
ど
ん
な
希
望
や
可
能
性

が
開
け
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

み
な
さ
ん
！ 

一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

全
国
運
動
が
も
た
ら
す
も
の

①
全
国
の
家
族
・
家
族
会
に
「
や
れ

（
以
下
、
計
画
書
）
の
作
成
に
着
手

し
ま
し
た
。
同
時
に
「
Ｊ
Ｒ
な
ど
運

賃
割
引
推
進
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
、

都
道
府
県
連
と
の
情
報
交
換
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

全
福
連
は
10
月
８
日
、
国
土
交
通

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
総
務
大
臣

と
衆
・
参
国
会
議
員
団
の
政
策
責
任

者
及
び
交
通
運
輸
会
社
の
全
国
組

織
（
全
国
組
織
の
な
い
Ｊ
Ｒ
各
社
と

高
速
道
路
各
社
は
除
外
）
に
、
本
條

理
事
長
と
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理

事
の
連
名
で
「
交
通
運
賃
割
引
の
適

用
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
ね
っ
と
石
川
大
会
で

は
、
こ
の
間
の
経
緯
を
伝
え
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
奥
田
Ｐ
Ｔ
座

長
か
ら
「
石
川
大
会
を
全
国
運
動
開

始
の
歴
史
的
大
会
に
し
よ
う
！
」
と
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全
福
連
と
の
一
体
感
・
結
束
力
は
必

然
的
に
強
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

④
全
国
運
動
の
成
果
と
体
験
は
、
単

に
格
差
是
正
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

精
神
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
改
革

の
運
動
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。

⑤ 

こ
こ
ろ
の
健
康
政
策
実
現
会
議
の

「
提
言
書
」
実
現
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
運
動
の
再
構
築
も
現
実
味

を
帯
び
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
義
と
目
的

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
に

は
「
何
を
す
る
た
め
に
」「
何
の
目

的
で
行
う
の
か
」
を
家
族
に
伝
え
、

話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
大
き
な

意
義
が
あ
る
の
で
す
。

　

国
や
交
通
運
輸
会
社
な
ど
「
強
大

な
組
織
」を
相
手
に
す
る
運
動
で
す
。

家
族
・
家
族
会
の
皆
さ
ん
に
「
そ
の

気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
」

は
、
運
動
の
成
否
に
か
か
わ
る
問
題

で
す
。
Ｐ
Ｔ
は
、「
推
進
ニ
ュ
ー
ス
」

で
各
地
の
活
動
を
紹
介
し
、
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
そ
の
気
」
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
も
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
Ｐ
Ｔ
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
ケ
ー
ト
調
査
の
最
大
の
目
的
は
、

①
デ
イ
ケ
ア
・
作
業
所
な
ど
、
本
人

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

②
本
人
の
日
常
生
活
の
交
通
費
の
負

担
額
と
障
害
年
金
な
ど
の
収
入
額

ば
で
き
る
」
と
い
う
「
確
信
」
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
・
家

族
・
家
族
会
に
大
き
な
励
み
と
な
り
、

家
族
会
活
性
化
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

②
多
く
の
地
方
公
共
団
体
で
は
、
身

体
・
知
的
障
が
い
者
に
適
用
し
て
い

る「
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度（
全

科
無
料
・
対
象
範
囲
は
地
方
自
治
体

で
異
な
る
）」
か
ら
精
神
障
が
い
者

を
除
外
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
全
国
運
動
と
結
合
し
て
取

組
め
ば
、
都
道
府
県
・
市
町
村
に
お

け
る
格
差
是
正
問
題
も
解
決
の
道
筋

が
み
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
全
国
運
動
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

全
国
の
仲
間
と
の
連
絡
調
整
・
活
動

交
流
・
情
報
交
換
が
必
要
・
不
可
欠

と
な
っ
て
き
ま
す
。
都
道
府
県
連
と
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で
す
。
現
在
で
も
、
家
族
会
の
働
き

か
け
で
バ
ス
運
賃
に
つ
い
て
は
44
都

道
府
県
で
、
地
方
鉄
道
も
46
路
線
で

割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

運
動
と
い
っ
て
も
、
高
齢
で
動

け
る
人
が
少
な
い
の
で
す
が
。

Ａ 

高
齢
の
方
ほ
ど
偏
見
・
差
別
の
苦

渋
の
人
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
「
親
亡
き

後
問
題
」
も
切
迫
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
仲
間
が
、
で
き
る
こ
と
を
寄

せ
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。「
一
人
の

一
〇
〇
歩
」
は
遠
慮
し
て
「
一
〇
〇
人

の
一
歩
」
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｑ 

ど
ん
な
運
動
を
考
え
て
い
る
の

で
す
か
？

Ａ 

ま
ず
は
、
各
家
族
会
の
例
会
で

全
福
連
が
交
通
運
賃
の
全
国
運
動
に

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
そ
し
て
「
交
通
運
賃
に
関
す

③
交
通
運
賃
割
引
の
実
施
を
求
め
る

理
由
な
ど
、
経
済
的
な
問
題
が
「
参

加
と
平
等
」「
均
等
な
機
会
」
を
阻
ん

で
い
る
こ
と
を
、
憲
法
や
条
例
に
反

す
る
「
直
接
差
別
」
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、多
く
の
方
々
に「
交

通
運
賃
格
差
の
是
正
」
に
対
す
る
理

解
と
共
感
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
有

力
な
武
器
と
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
今
後
の
す

べ
て
の
運
動
の
出
発
点
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
活
動
が
家
族
会
の
大
き
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
会
員
の
一

割
程
の
回
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

① 

家
族
会
の
例
会
参
加
者
を
対
象

② 

そ
の
場
で
記
入
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
本
人･

家
族
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｔ
事
務
局
」
に
寄
せ
ら
れ
た
率

直
な
ご
意
見
を
「
Ｑ
」
＆
「
Ａ
」
方

式
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 
家
族
会
の「
高
齢
化
と
停
滞
」「
会

員
の
減
少
」
と
い
う
状
況
の
中
で
全

国
運
動
を
す
る
よ
う
な
力
は
あ
り
ま

す
か
？

Ａ 

あ
り
ま
す
！ 

現
に
、
47
都
道
府
県

連
と
傘
下
の
市
町
村
家
族
会
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
存
在
し
て
い
る
こ
と

自
体
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
の
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る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

Ｑ 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
期
限
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ 

各
家
族
会
は
、
２
月
10
日
ま
で

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
集
計
し
、
県

連
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
は
２
月
末
ま
で
に
全
国
集
計

を
ま
と
め
ま
す
。
翌
月
に
「
記
者
会

見
」
を
行
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公

表
と
交
通
運
賃
格
差
の
是
正
を
社
会

に
告
発
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
何
に
使
い
ま
す

か
？

Ａ 

Ｊ
Ｒ
な
ど
交
通
運
輸
会
社
に
、

運
賃
割
引
制
度
の
適
用
を
求
め
る
際

の
説
明
・
説
得
材
料
に
使
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
関
係
や
国
会
議
員
、
地

方
議
会
議
員
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
の
際

に
も
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ 

そ
の
ほ
か
に
何
か
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ 

あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
や
高
速
道
路

会
社
は
、エ
リ
ア
別
に
本
社
が
あ
り
、

年
明
け
に
は
関
係
す
る
都
道
府
県
連

会
長
の
連
名
で
「
要
望
書
」
を
提
出

し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
衆
・
参
国
会
議
員
団
、

及
び
交
通
運
輸
会
社
な
ど
へ
の
要
請

行
動
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

財
政
問
題
も
あ
り
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
。

Ａ 

そ
の
通
り
で
す
。
新
聞
報
道
に

よ
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
６
社
、
大
手
私
鉄
16

社
は
「
新
た
な
福
祉
割
引
は
、
国
や

自
治
体
の
負
担
で
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
主
張
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
主
張
は
、
事
実
を

反
映
し
て
い
ま
せ
ん
。
割
引
制
度
の

適
用
に
よ
っ
て
障
が
い
者
の
利
用
が

拡
大
す
れ
ば
、同
伴
介
護
者
も
含
め
、

一
面
で
は
割
引
額
イ
コ
ー
ル
増
収
額

と
の
捉
え
方
も
で
き
る
か
ら
で
す
。

現
に
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
会
社
で
は
「
ジ
パ

ン
グ
倶
楽
部
」「
大
人
の
休
日
倶
楽

部
」「
早
特
切
符
」「
フ
ル
ム
ー
ン
夫

婦
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」「
Ｊ
Ｒ
九
州
マ

イ
・
ウ
ェ
イ
・
ク
ラ
ブ
」「
ア
ク
テ
ィ

ブ
65
」
な
ど
の
営
業
政
策
的
割
引
を
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行
い
ま
し
た
。
北
海
道
運
輸
局
は
、

北
海
道
バ
ス
協
会
会
長
及
び
未
実
施

35
バ
ス
事
業
者
に
精
神
障
が
い
者
に

割
引
制
度
の
適
用
を
求
め
ま
し
た
。

②
全
国
一
斉
に
、
総
務
省
地
方
管
区

行
政
評
価
局
に
都
道
府
県
連
会
長
が

連
盟
で
「
斡
旋
申
請
」
を
行
え
ば
、

社
会
的
に
も
大
き
な
反
響
・
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
昨
年
の
通
常
国
会
で
も
「
精
神
障

害
者
に
対
し
て
公
共
交
通
機
関
の
運

賃
割
引
制
度
の
実
施
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
請
願
（
審
議
未
了
）」
が
複

数
の
会
派
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
・
地
方
の
運
動
で
社
会
問
題

化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
要
求
実

現
の
可
能
性
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。

Ｑ 

全
体
の
運
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
障
が
い
者
割

引
の
対
象
か
ら
精
神
障
が
い
者
を
除

外
す
る
こ
と
は
、
障
害
者
基
本
法
が

禁
止
す
る
「
直
接
差
別
」
に
該
当
し

ま
す
。
利
用
者
に
対
す
る
公
平
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
精
神
障
が
い
者
を
適
用
対
象
に

す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
思
う

の
で
す
が
。

Ａ 

そ
の
通
り
で
す
。
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
相
手
の
出
方
に
応

じ
て
、時
と
し
て
「
機
敏
」
か
つ
「
大

胆
」
に
行
動
す
る
こ
と
も
想
定
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
次
回
の
全
福
連
理
事
会
で
請
願
署

名
問
題
が
検
討
さ
れ
る
予
定
で
す
。

提
出
先
は
衆
議
院
議
長
と
参
議
院
議

長
宛
で
す
が
、
交
通
運
賃
は
国
土
交

通
省
の
管
轄
で
す
。請
願
審
議
も「
国

土
交
通
委
員
会
」
で
す
。
出
先
機
関

と
し
て
、
全
国
７
箇
所
に
地
方
運
輸

局
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
評
価
の
管
轄
は
総
務

省
で
す
。
全
国
７
箇
所
に
総
務
省
地

方
管
区
行
政
評
価
局
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
北
海
道
管
区
行
政
評

価
局
に
「
バ
ス
運
賃
格
差
の
苦
情
救

済
の
申
立
て
」
が
あ
り
、
行
政
評
価

局
は
北
海
道
運
輸
局
に
あ
っ
せ
ん
を
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Ａ 

あ
り
ま
す
。
都
道
府
県
連
に
送

付
し
た
「
計
画
書
」
に
節
々
の
行
動

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

例
会
な
ど
で
「
計
画
書
」
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

実
現
す
る
見
通
し
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ 

あ
り
ま
す
！ 

追
い
風
が
吹
い
て

い
ま
す
。
立
ち
上
が
る
の
は
、
今
が

チ
ャ
ン
ス
で
す
！ 

そ
の
根
拠
は
、

○
「
日
本
国
憲
法
」
も
「
国
連
障
害

者
権
利
条
約
」
及
び
「
障
害
者
基
本

法
」「
障
害
者
総
合
支
援
法
」「
障
害

者
差
別
解
消
法
」な
ど
の
法
律
も「
差

別
の
禁
止
」
と
「
分
け
隔
て
の
な
い

社
会
」
を
謳
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

Ｑ 

そ
う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
、
堅
苦

し
い
話
は
苦
手
で
す
！

Ａ 

そ
ん
な
連
れ
な
い
こ
と
を
言
わ

ず
に
、
少
し
付
き
合
っ
て
下
さ
い
。

憲
法
や
権
利
条
約
で
は

○
憲
法
第
14
条
（
法
の
下
の
平
等
）

　

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政

治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に

お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。

○
障
害
者
権
利
条
約
第
４
条

　

障
害
者
に
対
す
る
差
別
と
な
る
既

存
の
法
律
、
規
則
、
慣
習
及
び
慣
行

を
修
正
し
、
又
は
廃
止
す
る
た
め
の

す
べ
て
の
適
当
な
措
置
（
立
法
も
含

む
）
を
と
る
こ
と
。

　

こ
の
条
約
と
両
立
し
な
い
い
か
な

る
行
為
又
は
慣
行
も
差
し
控
え
る
こ

と
。
ま
た
、
公
の
当
局
及
び
機
関
が

こ
の
条
約
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と

を
確
保
す
る
こ
と
。

※
「
条
文
中
」
の
「
障
害
者
」
を
「
精
神

　

障
害
者
」
と
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

精
神
障
が
い
者
を
制
度
の
対
象
か

ら
除
外
す
る
こ
と
は
「
修
正
、
又
は

廃
止
」
の
対
象
で
あ
り
「
条
約
と
両

立
し
な
い
行
為
」
に
該
当
す
る
こ
と

は
明
白
で
す
。

　

さ
ら
に
ダ
メ
押
し
的
な
「
条
文
」

を
紹
介
し
ま
す
。
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○
障
害
者
権
利
条
約
第
５
条

　

締
結
国
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
る
差
別
に
対
し

て
も
平
等
か
つ
効
果
的
な
法
的
保
護

を
障
害
者
に
保
障
す
る
。

○
障
害
者
権
利
条
約
第
20
条

　

障
害
者
自
身
が
、
自
ら
選
択
す
る

方
法
で
、
自
ら
選
択
す
る
時
に
、
か

つ
、
負
担
し
や
す
い
費
用
で
移
動
す

る
こ
と
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

　
「
憲
法
」「
条
約
」「
法
律
」
が
、

わ
た
し
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
と

て
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
ま
す
。

　

日
本
は
法
治
国
家
で
す
。
国
及
び

地
方
自
治
体
に
お
い
て
権
利
条
約
な

ど
の
有
利
な
「
条
文
規
定
」
を
活
用

し
て
、
格
差
是
正
の
「
声
」
と
「
運

動
」
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

他
障
が
い
者
の
運
動
に
学
ぶ

　

身
体
・
知
的
障
が
い
者
の
交
通
運

賃
割
引
の
対
象
は
、
Ｊ
Ｒ
・
民
鉄
・

航
空
・
旅
客
船
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
運
賃
及
び
有
料
道
路
通
行
料
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。身
体
障
が
い
者（
外

部
障
が
い
者
）
は
昭
和
25
年
、
内
部

障
が
い
者
は
平
成
２
年
、
知
的
障
が

い
者
は
平
成
３
年
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
部
障
が
い
者
団
体
も
知

的
障
が
い
者
団
体
も
、
中
央
・
地
方

に
お
い
て
要
請
行
動
や
全
国
請
願
署

名
運
動
な
ど
を
展
開
し
て
要
求
を
実

現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

障
害
者
権
利
条
約
は
「
手
話
も
言

語
」
で
あ
る
と
明
文
化
し
ま
し
た
。

現
在
、
聴
覚
障
が
い
者
団
体
を
中
心

に
「
手
話
言
語
法
の
制
定
」
を
求
め

て
全
国
運
動
が
中
央
・
地
方
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
立
派
な
憲
法
や
条
約
、
法

律
が
あ
っ
て
も
、
日
々
の
暮
ら
し
に

生
か
す
「
運
動
」
が
な
け
れ
ば
、
単

に
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
全
国
の
仲
間
が
手
を
繋

い
で
「
交
通
運
賃
割
引
の
全
国
運

動
」
を
成
功
さ
せ
、
そ
れ
を
突
破
口

に
、
立
ち
遅
れ
て
き
た
精
神
分
野
の

医
療
・
福
祉
施
策
を
改
善
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！（

お
く
だ　

か
ず
お
）
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幼
稚
園
入
園
後
も
、
い
つ
も
隅
で
一

人
だ
け
で
ポ
ツ
ン
と
し
て
い
て
不
思

議
君
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　

小
学
校
入
学
前
検
診
で
は
、
検
診
し

た
医
師
か
ら
幼
稚
園
で
の
一
人
遊
び

を
問
題
視
さ
れ
、「
特
殊
学
級
へ
進
学

し
た
ら
？
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
だ
が
教

育
セ
ン
タ
ー
の
再
査
察
で
普
通
学
級

入
学
と
決
定
さ
れ
た
。
も
し
、
こ
の
時

点
で
特
殊
学
級
に
入
学
し
て
い
た
ら

ど
ん
な
自
分
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
学
校
入
学
後
、
や
っ
と
生
活
の

リ
ズ
ム
に
慣
れ
た
頃
、
数
年
越
し
の

新
築
公
営
住
宅
抽
選
に
当
選
し
た
の

で
、
現
在
地
に
転
居
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
異
邦
人
の
不
思
議

君
に
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
い
じ
め

の
洗
礼
だ
っ
た
。
泣
か
さ
れ
、
あ
る

い
は
あ
ざ
を
つ
く
ら
さ
れ
て
、
あ
る

　

私
は
現
在
50
歳
。
戦
国
時
代
に
例

え
る
と
人
生
の
終
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
48
歳
の
時
適
応
障
害
と

診
断
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
主
治
医
に

「
発
達
障
害
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
…
…
」
と
告
げ
ら
れ
、「
な
ぜ
今

ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い

発達障害の

理解とサポート

連載⑨

初老のボヤキ…窓際族になっ
てＡＳＤ・ＡＤＨＤと診断され

デイケア通所者　稲葉幹夫

う
落
胆
の
気
持
ち
と
希
望
の
光
が
見

え
て
き
た
感
じ
だ
っ
た
。

　

私
自
身
、
幼
稚
園
児
ま
で
の
記
憶

と
い
え
ば
…
、
①
父
方
の
実
家
で
夕

方
ま
で
一
人
で
過
ご
し
、
夕
方
帰
宅

す
る
労
働
者
を
乗
せ
た
送
迎
バ
ス
に

一
人
で
手
を
振
っ
て
い
た
。
②
休
日

に
近
所
の
方
々
と
多
摩
川
河
川
敷
な

ど
の
公
園
に
出
か
け
電
車
を
見
る
。

③
近
所
の
方
々
と
路
線
バ
ス
に
今
風

に
呼
べ
ば
乗
り
つ
ぶ
し
の
旅
（
田
園

調
布
・
東
京
駅
な
ど
）
…
程
度
だ
と

思
う
。

　

子
ど
も
ら
し
く
自
転
車
を
乗
り
回

す
と
か
、
泥
ん
こ
で
近
所
の
子
ど
も

た
ち
と
遊
ん
で
い
た
記
憶
は
全
く
な

い
。
幼
稚
園
入
園
前
か
ら
動
き
は
鈍

か
っ
た
。
汲
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
に

落
ち
て
大
泣
き
し
て
い
た
こ
と
や
、
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時
に
は
集
め
て
い
た
切
符
を
取
ら
れ

て
帰
宅
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
教
師

か
ら
ビ
ン
タ
を
食
ら
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

学
校
の
勉
強
で
は
体
育
器
具
運
動

系
の
も
の
は
全
く
ダ
メ
で
、
例
え
ば

マ
ッ
ト
で
の
後
転
は
今
で
も
で
き

ず
、
跳
び
箱
も
跳
べ
る
か
ど
う
か
現

在
で
も
不
明
で
、
鉄
棒
も
低
鉄
棒
で

の
前
回
り
・
逆
上
が
り
が
高
校
生
で

や
っ
と
で
き
た
程
度
で
あ
る
（
現
在

は
で
き
る
か
不
明
）。
自
転
車
乗
り

も
や
っ
と
乗
れ
る
か
な
と
い
う
程
度

で
あ
る
。
小
学
校
一
年
生
の
通
知
表

で
、
体
育
の
評
定
が
な
か
っ
た
屈
辱

的
思
い
出
も
あ
る
。

　

小
学
校
三
年
生
の
こ
ろ
に
時
刻
表

と
い
う
書
籍
に
目
覚
め
る
。
毎
日
学

校
か
ら
帰
る
と
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
。

後
、
目
を
充
血
さ
せ
て
い
て
も
蔵
書

点
検
作
業
に
他
の
委
員
以
上
に
熱
中

し
、
図
書
委
員
長
か
ら
は
「
人
間
機

関
車
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

本
屋
通
い
の
癖
は
大
学
生
の
時
、

印
刷
会
社
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
採
用
さ

れ
た
時
か
ら
始
ま
る
。
活
版
印
刷
書

籍
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
は
、
今
の
書

籍
と
は
違
い
書
体
に
重
厚
感
を
感
じ

る
。
印
刷
所
で
職
人
と
の
や
り
取
り

を
通
し
て
厳
し
い
職
人
魂
の
素
晴

ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
書
籍
に

対
す
る
新
た
な
興
味
が
湧
い
て
き

て
、
大
学
に
通
学
時
は
毎
日
学
内
に

あ
る
生
協
の
書
店
、
休
学
時
は
毎

週
末
に
神
田
神
保
町
の
三
省
堂
書
店

な
ど
数
店
を
閉
店
時
間
ま
で
立
ち
読

み
ハ
シ
ゴ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生

協
の
割
引
が
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て

小
学
校
五
年
生
の
こ
ろ
に
は
公
共
図

書
館
で
書
籍
を
盛
ん
に
利
用
し
た
。

小
学
生
な
の
に
大
人
が
借
り
る
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
な
ど
ば
か
り
借

り
た
の
で
図
書
館
の
職
員
に
「
子
ど

も
室
に
あ
る
本
を
借
り
て
く
だ
さ
い
」

と
口
頭
注
意
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
借
り
癖
は
高
校
生
時
代
に
は
第

一
次
ピ
ー
ク
と
な
り
、
一
回
で
読
み

切
ら
な
い
程
、
書
籍
を
借
り
ま
く
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
在
学
し
た
三
年

間
で
延
べ
貸
出
冊
数
は
ダ
ン
ト
ツ
当

時
の
学
年
一
位
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
く
せ
は
今
で
も
続
い
て
、
貸
出

限
度
数
ギ
リ
ギ
リ
を
借
り
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
高
校
生
時
代
は
図
書
委

員
会
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
特
に
目

立
っ
て
の
活
動
と
い
え
ば
、
夏
休
み

で
体
育
の
水
泳
で
の
補
講
を
受
け
た
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自
分
の
専
門
外
の
憲
法
学
者
の
人
権

論
の
本
な
ど
ど
っ
さ
り
と
買
い
込
ん

で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
引
っ
越
す
時
に

大
量
に
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
大
学
二
年
生
の
12
月
に
は

本
屋
で
８
時
間
以
上
立
ち
読
み
し
て
、

あ
げ
く
の
果
て
に
腹
膜
炎
で
入
院
し
、

さ
ら
に
そ
の
年
の
学
年
末
テ
ス
ト
の

単
位
を
数
単
位
落
と
し
、
再
履
修
と

す
る
と
い
う
痛
い
目
に
あ
っ
た
。
現

在
で
も
そ
の
癖
が
な
か
な
か
抜
け
ず
、

病
院
の
帰
り
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
立
ち
寄
っ
て
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

充
実
し
て
い
た
日
々
が
、
印
刷
会

社
社
長
の
死
去
に
よ
り
一
変
し
、
法

人
解
散
に
よ
り
解
雇
さ
れ
、
怖
い
も

の
知
ら
ず
に
税
理
士
事
務
所
に
就
職

し
た
。
算
盤
・
暗
算
が
苦
手
で
所
長

疑
い
が
持
た
れ
た
が
、「
睡
眠
の
質
が

悪
い
だ
け
で
、
そ
れ
が
改
善
さ
れ
れ
ば

復
職
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
が
改

善
さ
れ
な
け
れ
ば
重
大
な
疾
患
か
も

し
れ
な
い
」
と
診
断
を
受
け
た
。
自
分

と
し
て
は
「
た
だ
し
」
の
部
分
が
気
に

な
り
、
そ
の
正
体
を
突
き
止
め
る
べ

く
、
受
診
す
べ
き
診
療
科
を
求
め
て

色
々
な
医
療
機
関
を
受
診
し
た
。
そ
し

て
、
前
の
主
治
医
か
ら
は
適
応
障
害
の

診
断
を
う
け
、
リ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ケ
ア

に
も
参
加
し
た
。
そ
の
仲
間
と
の
生
活

で
、
自
分
は
更
に
本
質
的
な
病
気
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生

ま
れ
、現
在
の
病
院
の
門
を
た
た
い
た
。

今
の
主
治
医
か
ら
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
）、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
如
多
動
性
障
害
）の
診
断
を
う
け
、

専
門
の
デ
イ
ケ
ア
に
も
参
加
し
て
い

や
上
司
・
同
僚
か
ら
何
度
も
嫌
味
を

言
わ
れ
た
が
、
ひ
た
す
ら
耐
え
て
居

直
っ
た
。
資
格
試
験
を
何
度
も
受
験

し
た
が
、
勉
強
方
法
が
悪
く
合
格
で

き
な
か
っ
た
。
顧
問
先
と
の
良
好
な

関
係
は
保
た
れ
た
が
、
歳
を
取
っ
て

も
無
資
格
の
肩
身
の
狭
さ
と
、
直
属

上
司
（
退
職
時
）
や
女
性
と
の
人
間

関
係
が
築
け
ず
に
孤
立
し
て
、
顧
客

先
減
少
に
よ
る
在
籍
出
向
を
へ
て
事

実
上
解
雇
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
社
会
福
祉
施
設
の
事
務

員
と
し
て
就
職
し
た
。
だ
が
、
こ
こ

で
も
上
司
・
同
僚
と
の
人
間
関
係
が

築
け
ず
、
私
自
身
に
遅
刻
や
就
業
時

の
眠
気
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
、
休

職
期
間
後
に
退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

仕
事
上
の
不
注
意
が
露
骨
に
出
て
、

勤
務
先
の
看
護
師
か
ら
睡
眠
障
害
の
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き
に
は
最
悪
の
雰
囲
気
と
な
る
。
母

の
口
癖
は
「
働
か
ざ
る
者
食
う
べ
か

ら
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
休
職

の
期
間
を
含
め
て
二
年
間
以
上
職
業

（
給
与
所
得
）
の
な
い
私
に
は
、
こ

の
家
に
い
る
権
利
は
な
い
と
主
張
し

て
い
る
。
病
気
の
こ
と
も
、
自
分
で

資
料
な
ど
を
調
べ
る
の
で
は
な
く
、

知
人
の
情
報
が
す
べ
て
で
あ
り
、
病

院
も
通
院
す
れ
ば
絶
対
に
治
る
も
の

で
あ
り
、
結
果
の
出
な
い
通
院
は
た

だ
遊
び
に
行
っ
て
い
る
だ
け
の
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

　

上
記
５
つ
の
課
題
を
克
服
し
、
自

立
生
活
す
る
こ
と
で
母
を
安
心
さ

せ
、
こ
れ
以
上
の
親
不
孝
者
と
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。　

　
（
い
な
ば　

み
き
お
）

る
。
今
ま
で
の
違
和
感
の
あ
る
多
く
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
解
決
さ
れ
、
心
の
曇
り

が
こ
の
年
に
し
て
よ
う
や
く
と
れ
た
。

　

自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
を

し
た
く
な
い
。
現
在
の
病
院
で
は
優
秀

な
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま
れ
て
有
意

義
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
私
の
障
害

は
治
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
の
自
分
の
生
活
状
況
に
は
決
し
て

満
足
し
て
い
な
い
。
多
方
面
か
ら
自

分
の
障
害
と
こ
れ
か
ら
ど
う
付
き

合
っ
て
い
く
の
か
情
報
収
集
し
、
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
が
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
、
①
無
計
画
・
衝
動
的
な
書

籍
等
の
購
入
を
や
め
る
。
②
図
書
館

の
本
を
計
画
的
に
借
り
て
、
読
み
切

れ
ず
に
返
却
延
長
を
何
度
も
更
新
す

る
こ
と
を
し
な
い
。
③
整
理
整
頓
を

し
っ
か
り
し
て
、
物
を
減
ら
す
。
④

母
を
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
前
提
に
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
確
立
す
る
。⑤
優
先
順
位
を
つ
け
、

効
率
よ
く
作
業
す
る
ス
キ
ル
で
仕
事

を
す
る
。
…
の
５
つ
で
あ
り
、
一
度

に
す
べ
て
満
点
と
い
か
な
い
と
思
う

が
、目
に
見
え
る
変
化
を
遂
げ
た
い
。

　

最
後
に
、
現
在
の
我
が
家
は
障
害

者
に
と
っ
て
居
心
地
の
悪
い
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
私
と
母
と
の
良
好
な

関
係
が
築
け
ず
、
極
め
て
険
悪
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
私
の
行
動
・
方

法
・
思
考
な
ど
、
非
難
・
否
定
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
八
十
歳
を
過
ぎ
気

力
も
体
力
も
次
第
に
衰
え
て
き
て
、

自
分
自
身
も
思
い
通
り
動
け
な
く
な

り
、何
を
す
る
に
も
時
間
が
か
か
る
。

そ
の
イ
ラ
イ
ラ
も
重
な
っ
て
い
る
と
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出
す
る
時
は
い
つ
も
、
息
子
が
祖
母

を
自
家
用
車
に
乗
せ
て
送
迎
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
息
子
自
身
も
、
ギ
タ
ー

レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
た
り
、
図
書
館
に

行
っ
た
り
と
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を

祖
母
と
一
緒
に
生
活
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
時
私
は
、
住
み
込
み
で
寮
母
の

仕
事
を
し
て
い
た
た
め
、
年
中
休
み

が
な
く
、
ひ
ま
を
見
て
は
家
に
帰
っ

て
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

旧
保
健
所
時
代
は
、
保
健
師
さ
ん

が
毎
週
一
回
、
訪
問
看
護
で
家
に
来

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

健
康
と
笑
顔
が
戻
っ
た
息
子

　

あ
る
時
、
息
子
は
家
財
道
具
を
こ

　私と息子の
自立へのあゆみ

私
と
子
ど
も
の

あ
ゆ
み

―
母
と
し
て

福井県　松田仁美

祖
母
の
孫
の
あ
ゆ
み

　

私
（
母
）
に
は
、
息
子
の
病
気
の

こ
と
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
く
、
苦

し
い
体
験
が
数
多
く
続
き
ま
し
た
。

　

病
気
・
薬
・
医
師
・
病
院
を
信
じ

て
い
た
の
に
、
発
病
当
時
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
て
、
初
め
て
、
息
子
は
長

年
に
わ
た
り
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い

た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
数
年
前
知

り
ま
し
た
。

　

息
子
は
一
時
、
親
戚
の
大
工
を
手

伝
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
突
然
、「
明
日
か
ら
仕
事
に

行
か
な
い
」と
い
う
一
声
を
残
し
た
ま

ま
、ひ
き
こ
も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
祖
母
が
街
に
買
い

物
に
出
か
け
た
り
、
病
院
な
ど
で
外
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規
則
正
し
い
生
活
。朝
寝
早
起
き
。

家
事
手
伝
い
、
洗
濯
、
冬
場
ス
ト
ー

ブ
に
灯
油
を
補
給
す
る
。
昼
間
は
、

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

行
政
機
関
で
書
類
の
手
続
き
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
利
用
、
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い

物
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
し
た
り
し

て
、
数
多
く
学
び
、
数
多
く
の
人
達

に
支
援
さ
れ
な
が
ら
、
無
理
を
せ
ず

一
歩
一
歩
前
進
し
、
自
立
で
き
る
よ

う
に
な
る
よ
う
に
、
私
は
応
援
し
ま

す
。

家
庭
菜
園
と
有
機
栽
培

　

四
季
折
々
の
家
庭
菜
園
、
苗
定

植
、
種
ま
き
、
草
丈
が
の
び
て
元
気

に
育
っ
た
野
菜
の
収
穫
は
大
変
う
れ

わ
し
、
祖
母
と
私
は
茫
然
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
が
保
健
所
へ

電
話
を
す
る
と
、
医
師
と
保
健
師
さ

ん
が
、
家
に
や
っ
て
来
て
、
息
子
と

会
う
と
、
す
ぐ
に
注
射
を
う
ち
入
院

と
な
り
ま
し
た
。
診
察
の
時
、
普
段

は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
病
名
、
精
神

分
裂
病
（
統
合
失
調
症
）
を
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
は
頭
の
中
が
ま
っ
白
に
な
り
ま

し
た
。
息
子
は
即
入
院
と
な
り
ま
し

た
が
、
薬
を
飲
ん
で
静
養
す
る
こ
と

で
回
復
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
し

た
。
抗
精
神
病
薬
は
一
生
飲
ま
な
い

と
だ
め
ら
し
い
の
で
す
が
、息
子
は
、

そ
の
後
も
薬
を
飲
ま
な
い
こ
と
で
入

退
院
を
く
り
か
え
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

と
に
か
く
病
気
に
つ
い
て
知
識
が

な
く
、
た
だ
た
だ
病
院･

医
師
に
ま

か
せ
っ
き
り
で
し
た
。

　

年
月
が
経
ち
、
今
回
は
七
年
あ
ま

り
の
長
期
入
院
と
な
り
ま
し
た
。　

息
子
の
意
志
で
入
院
し
た
の
で
す

が
、
入
院
中
も
外
泊
・
外
出
を
し
て
、

美
味
し
い
食
事
を
食
べ
、
そ
の
後
に

観
た
ア
ニ
メ
や
映
画
は
八
〇
本
近
く

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
レ
ッ
ス
ン
に
も
通
い
、
日

常
、
健
康
で
い
ら
れ
る
秘
訣
は
、
よ

く
食
べ
よ
く
寝
る
、
そ
し
て
よ
く
遊

ぶ
こ
と（
趣
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
）

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
息
子
は
、
七
年
あ
ま
り

の
あ
い
だ
薬
を
服
用
し
な
が
ら
、
健

康
・
元
気･

笑
顔
が
絶
え
な
い
よ
う

に
な
り
、
そ
ん
な
息
子
を
ほ
こ
り
に

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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菜
く
ず
・
魚
の
ほ
ね
、
残
飯
を
利
用

し
て
有
機
肥
料
に
し
ま
す
。
農
薬
・

化
学
肥
料
は
使
わ
な
い
で
、
安
全
・

安
心
の
野
菜
・
果
実
・
草
花
な
ど

三
十
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
栽
培
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
つ
く
っ
た
野
菜
・
果
実

は
甘
く
て
、
歯
ご
た
え
が
あ
り
と
て

も
美
味
し
い
で
す
。家
族
が
健
康
で
、

元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
幸
せ

だ
と
思
い
ま
す
。

高
森
信
子
先
生
の
講
演

　

高
森
先
生
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｔ
に
つ
い
て

学
び
実
践
し
て
五
年
余
り
が
経
ち
ま

す
。
家
族
以
外
の
他
の
人
達
と
日
常

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
と
し
た
人
と
の
か
か
わ
り

を
訓
練
し
、
生
活
す
る
上
で
必
要
な

技
能
を
練
習
し
な
が
ら
身
に
つ
け
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

統
合
失
調
症
の
人
た
ち
だ
け
で
は

し
い
も
の
で
す
。

　

息
子
と
一
緒
に
、
素
材
を
使
っ
て

料
理
を
つ
く
り
、
出
来
あ
が
っ
た
も

の
を
食
べ
る
の
は
と
て
も
美
味
し
い

で
す
。

　

私
の
場
合
は
調
理
の
後
に
で
る
野

ATM の体験（上）と息子が育てた
ゴーヤを一緒に料理しました
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な
く
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
子
ど
も
と
の
関
係
・
夫
婦
と

の
関
係
な
ど
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

私
は
息
子
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

頼
み
、
ほ
め
た
り
ね
ぎ
ら
っ
た
り
し

て
、
報
酬
を
渡
し
ま
す
。

　

例
え
ば
蛍
光
灯
を
取
り
か
え
て
も

ら
い
ま
す
。「
部
屋
が
明
る
く
な
っ

た
ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
、

報
酬
二
千
円
を
渡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
の
デ
イ
ケ
ア
に
休

ま
ず
通
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
」
と
ほ
め
ま
す
。

　

私
も
い
ろ
い
ろ
な
用
事
で
家
を
あ

け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、か
な
ら
ず
、

昼
食
、夕
食
は
、手
製
の
料
理
を
作
っ

て
出
か
け
ま
す
。

　

夕
方
、
家
に
戻
り
、
リ
ビ
ン
グ
、

キ
ッ
チ
ン
で
テ
レ
ビ
を
観
て
い
た

り
、
録
画
し
て
お
い
た
い
ろ
い
ろ
な

二
時
間
番
組
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
再
生
し

て
観
て
い
る
息
子
が
い
ま
す
。
私
は

そ
の
時
、「
留
守
番
あ
り
が
と
う
」

と
言
い
ま
す
。
息
子
は「
お
か
え
り
、

食
事
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
応
え
て

く
れ
ま
す
。
食
後
、
か
な
ら
ず
食
器

も
洗
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
私
は

悪
い
気
分
が
し
な
く
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

誰
で
も
、ほ
め
ら
れ
る
と
、い
い
気

分
に
な
り
ま
す
ね
。
家
族
の
絆
が
あ

り
、み
ん
な
日
々
笑
顔
で
い
ら
れ
る

こ
と
は
、幸
せ
だ
ね
と
感
謝
し
ま
す
。

家
族
会
に
も
参
加
し
て

　

私
は
、
病
気
・
薬
・
行
政･
社
会

福
祉
な
ど
の
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、こ
こ
数
年
、北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
家
族
大
会
に
参
加
し
た
り
、
あ
す

わ
会
と
い
う
家
族
会
が
主
催
す
る
講

演
に
参
加
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
で
は
講
師
を
招
い
て

の
研
修
会
や
会
員
懇
親
行
事
な
ど
当

事
者
が
参
加
で
き
る
活
動
も
多
く
あ

り
、
私
も
息
子
と
一
緒
に
料
理
教
室

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
に
参
加
し
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

当
事
者
・
家
族
が
、
地
域
で
安
心

し
て
生
活
自
立
で
き
る
世
の
中
が
く

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
ま
つ
だ
ひ
と
み
）
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て
い
る
の
で
、
統
合
失
調
症
と
診
断

し
、
標
準
的
な
量
の
抗
精
神
病
薬
を

処
方
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
元
気

が
出
て
い
ま
す
が
、
今
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
し
、
作
業
所
で
農
作
業

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

〈
飲
み
た
く
な
い
理
由
は
？
〉

　

薬
に
な
に
か
不
都
合
な
と
こ
ろ
が

あ
る
の
？

　
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
止
め
た

い
ん
で
す
」
と
強
硬
で
す
。

勉
強
が
思
う
よ
う
に
行
か
な
く
な
り

ま
し
た
。
大
学
で
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

が
「
自
分
を
付
け
狙
っ
て
い
る
」
と

言
う
よ
う
に
な
り
、
下
宿
に
閉
じ
籠

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
を
退
学

し
て
親
元
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
地

元
で
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
な
ど
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
が
、な
じ
め
ず
、

「
近
所
の
人
た
ち
が
自
分
を
監
視
し

て
い
る
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
う
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
妄

想
が
続
き
、
生
活
力
も
出
な
く
な
っ

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
92
回

　
　

〈
薬
を
飲
み
た
く
な
い
〉

　

診
察
室
に
入
る
な
り
、「
先
生
、

僕
は
薬
を
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
Ｃ
さ
ん
（
28
歳
、
男
性
）
が
大
き

な
声
で
言
わ
れ
ま
す
。
精
神
科
医
も

び
っ
く
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
身
構
え

ま
す
。
実
は
、
私
は
押
さ
れ
た
ら
押

し
返
す
方
な
の
で
、
こ
ん
な
時
感
情

的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
さ
ん
は
大
学
受
験
の
浪
人
中
に

増本クリニック院長

・・・
薬
を
止
め
る
時
期
は

　
　
　
　
決
め
に
く
い
で
す
。・・・



23 　 街の診療所からのお便り

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
薬
の
応
援
が

要
ら
な
く
な
る
。

　
「
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
、
Ｃ

さ
ん
の
声
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
対

す
る
私
の
声
も
大
き
く
な
っ
て
い

て
、
診
察
室
の
中
は
危
な
い
雰
囲
気

で
す
。
今
日
は
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
。

〈
ゆ
っ
く
り
話
そ
う
〉

　

自
分
は
一
所
懸
命
や
っ
て
き
た
の

に
、
病
気
の
せ
い
で
う
ま
く
行
か
な

い
の
は
く
や
し
い
ね
。

　
「
薬
を
毎
日
毎
日
飲
む
っ
て
、
嫌

に
な
る
。死
ぬ
ま
で
飲
む
の
か
っ
て
」

　

嫌
々
で
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
効
き

目
が
良
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
薬
の
力
だ
け
で
幻
聴
が

止
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
薬
で
少
し

　

不
都
合
が
あ
っ
た
ら
減
量
や
変
薬

を
考
え
る
け
ど
、
Ｃ
さ
ん
の
場
合
、

今
は
お
医
者
の
方
か
ら
〝
減
ら
そ

う
〟
と
考
え
る
調
子
で
は
な
い
ん
だ

け
ど
？ 

と
言
い
ま
し
た
が
、

　
「
も
う
10
年
く
ら
い
飲
ん
で
い
る

の
に
、
ま
だ
飲
ま
ん
と
い
け
ま
せ
ん

か
？
」
と
、
駄
々
っ
子
み
た
い
な
言

い
方
で
す
。

〈
険
悪
な
雰
囲
気
〉

　

浪
人
や
大
学
の
こ
ろ
は
何
年
間
も

周
り
の
人
に
監
視
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
苦
し
か
っ
た
よ
ね
。
薬
が

合
っ
て
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
ね
。

薬
を
飲
ま
な
い
で
仕
事
に
行
く
と
、

Ｃ
さ
ん
も
安
心
で
き
な
い
で
し
ょ

う
？

　
「
薬
を
飲
ん
で
安
心
で
き
る
の
は

分
か
り
ま
す
。で
も
、僕
は
が
ん
ば
っ

て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
も
っ
と

が
ん
ば
っ
て
、
１
日
８
時
間
働
い
た

ら
、
薬
を
減
ら
し
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」

　
〝
が
ん
ば
っ
た
ら
、
ご
ほ
う
び
に

薬
を
減
ら
し
て
も
ら
え
る
〟
っ
て
の

は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
。
薬
を
飲
ん
で

い
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
が
ん
ば
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ま
す
。
だ
れ
で
も
何
か
の
病
気
や
弱

点
を
持
っ
て
い
て
、
完
璧
な
人
な

ど
い
な
い
の
だ
か
ら
、〝
私
は
病
気

の
部
分
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
こ
そ
こ

が
ん
ば
っ
て
い
る
良
い
人
だ
〟
と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

〈
精
神
医
学
の
限
界
〉

　

統
合
失
調
症
の
患
者
さ
ん
が
ど
ん

な
に
な
っ
た
ら
薬
を
止
め
て
い
い
か

と
い
う
『
判
定
の
基
準
』
は
、
今
で

も
精
神
医
学
の
教
科
書
に
書
い
て
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
薬

を
、
ど
の
く
ら
い
の
量
、
ど
の
く
ら

い
の
期
間
服
用
す
る
か
、
い
つ
止
め

る
の
か
は
決
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
飲
む
人
の
考
え
と
、
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
人
の
考
え
と
、
精

調
整
薬
の
方
の
は
、〝
ひ
と
つ
の
気

持
ち
が
、
ワ
ー
ッ
と
大
き
く
な
ら
な

い
よ
う
に
〟
な
だ
め
て
く
れ
る
。
そ

の
辺
を
支
え
て
も
ら
っ
て
、
自
分
を

う
ま
く
運
転
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
運
転
が
上
手
に
な
る
と
、
自
分

の
力
で
遊
び
も
仕
事
も
楽
し
め
る
で

し
ょ
う
。〈

自
分
を
誉
め
る
〉

　
「
薬
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
れ
ど
、
薬

を
減
ら
し
た
い
」

　
〝
薬
は
飲
ま
な
い
で
や
っ
て
行
き

た
い
〟
と
い
う
思
い
が
強
い
の
ね
。

で
も
、〝
何
が
何
で
も
薬
を
飲
み
た

く
な
い
〟
と
ま
で
考
え
る
の
は
、〝
薬

を
飲
ん
で
る
や
つ
は
ダ
メ
人
間
だ
〟

と
い
う
劣
等
感
が
強
す
ぎ
る
と
思
い

気
に
な
ら
な
く
な
る
の
と
、
本
人
が

気
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
と
、
両

方
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、〝
こ
れ

で
も
い
い
ん
だ
〟
っ
て
安
心
な
気
持

ち
に
な
る
と
、
本
格
的
に
幻
聴
が
消

え
て
い
く
ら
し
い
で
す
。
そ
ん
な
わ

け
だ
か
ら
、 

薬
は
飲
ん
で
お
い
て
、

〝
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
生
き
て
い
る
〟
と
な
っ
た

頃
、
自
然
と
薬
を
減
ら
せ
る
と
思
い

ま
す
。

〈
薬
の
効
き
方
〉

　
「
薬
を
飲
ん
で
い
た
ら
、
そ
う
な

れ
る
ん
で
す
か
？
」

　

今
飲
ん
で
い
る
抗
精
神
病
薬
は
、

〝
思
い
付
い
た
悩
み
を
ず
っ
と
考
え

続
け
て
は
い
け
な
い
よ
〟
と
、
助
け

て
く
れ
て
る
ん
だ
っ
た
よ
ね
。
情
動
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経
験
で
は
、
警
察
に
保
護
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
を
起
こ
し
て
強
制
入
院
に

な
る
患
者
さ
ん
で
は
、
せ
っ
か
く
精

神
科
へ
通
院
し
て
い
て
安
定
し
て
い

た
の
に
、
薬
を
飲
ま
な
く
な
っ
て
か

ら
症
状
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
ね
。

〈
批
判
さ
れ
て
動
揺
〉

　

結
局
、
Ｃ
さ
ん
は
減
薬
を
要
求
し

た
い
気
持
ち
が
収
ま
ら
ず
、「
と
に

か
く
薬
を
減
ら
し
た
い
」
と
言
わ
れ

ま
す
の
で
、
便
秘
の
薬
の
カ
マ
グ
と

い
う
薬
を
休
ん
で
み
る
、
と
い
う
こ

と
で
妥
協
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
で
、
最
後
の
診
察
室
か
ら

出
る
時
に
な
っ
て
、
Ｃ
さ
ん
は
「
実

は
、
作
業
所
の
同
僚
か
ら
、〝
薬
を

飲
む
や
つ
は
根
性
無
し
だ
〟
と
言
わ

神
科
医
の
考
え
と
を
出
し
あ
っ
て
、

相
談
し
て
決
ま
る
も
の
で
す
。
今
回

は
両
親
の
考
え
が
分
か
ら
な
い
の

で
、
な
お
さ
ら
決
め
ら
れ
な
い
の
で

す
。

　

患
者
さ
ん
が
勝
手
に
服
薬
を
止
め

た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
不
調
に
な
る

人
と
、
当
分
は
そ
う
悪
い
こ
と
は
起

き
な
い
人
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

ど
の
人
が
薬
を
止
め
て
も
大
丈
夫
な

の
か
、
精
神
科
医
が
予
想
す
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。そ
し
て
、

す
ぐ
に
不
調
に
な
ら
な
い
人
で
も
、

３
か
月
く
ら
い
服
薬
し
な
い
で
い
る

と
以
前
と
同
じ
よ
う
な
症
状
が
出
る

人
が
多
い
、
と
い
う
調
査
結
果
は
あ

り
ま
す
。
私
は
時
々
健
康
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
か
ら
依
頼
さ
れ
て
措
置
入

院
の
鑑
定
を
し
ま
す
が
、
そ
の
時
の

れ
て
口
惜
し
く
、
薬
を
止
め
た
い
気

持
ち
に
な
っ
た
」
と
理
由
を
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
他
人

の
言
っ
た
、
そ
う
ち
ゃ
ん
と
し
た

考
え
で
も
な
い
悪
口
を
真
に
受
け

て
、〝
薬
を
止
め
た
い
〟
と
ま
じ
め

に
思
い
つ
め
て
し
ま
う
Ｃ
さ
ん
て
、

ち
ょ
っ
と
自
信
な
さ
過
ぎ
で
す
よ

ね
？

　

精
神
科
医
も
、
時
々
腹
が
立
っ
た

り
、
迷
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
お

互
い
、
あ
ん
ま
り
疲
れ
な
い
よ
う
に

や
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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わ
か
り
や
す
い
制
度
の
は
な
し

《
そ
の
54
》

地
域
の
生
活
拠
点

﹁
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ 　

鈴
木
卓
郎

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け

　

今
日
は
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
以

下
、
支
援
セ
ン
タ
ー
と
略
記
）
は
、

障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
場

と
し
て
、
全
国
に
３
２
０
０
か
所
以

上
（
２
０
１
２
年
４
月
現
在
）
が
設

置
さ
れ
て
い
る
最
も
身
近
な
社
会
資

源
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年
に

障
害
者
自
立
支
援
法
が
で
き
た
と
き

に
、
そ
の
中
の
「
地
域
生
活
支
援
事

業
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
法
的
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
事
業
で
す
。
障
害
者

自
立
支
援
法
が
障
害
者
総
合
支
援

法
（
以
下
、
支
援
法
と
略
記
）
に
変

わ
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
位
置
づ
け
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地
域
生
活
支

援
事
業
は
、
障
害
者
が
地
域
で
自
立

し
た
個
人
と
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の

特
性
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
柔

軟
な
事
業
形
態
で
必
要
な
支
援
を
提

供
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
ま
す
。
地

域
生
活
支
援
事
業
は
、
都
道
府
県
や

市
区
町
村
が
行
う
も
の
で
す
が
、
支

援
セ
ン
タ
ー
は
市
区
町
村
が
実
施
主

体
と
な
っ
て
行
う
10
個
の
必
須
事
業

（
図
参
照
）
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
の
活
動
内
容

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
事
業
の
内
容
に

応
じ
て
、
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
・
Ⅲ
型
と
い
う

類
型
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先
は
Ⅰ

型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
支
援
法
が

で
き
る
前
は
「
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
今
で
も
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
を
そ
の
ま
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ま
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
Ⅰ

型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

は
、
地
域
生
活
支
援
事
業

の
中
の
「
相
談
支
援
事
業
」

を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
Ⅰ
型
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
は
、

相
談
支
援
の
活
動
と
両
輪

で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

が
基
本
と
な
り
ま
す
。
支

援
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
主
な
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

＊
相
談
支
援
の
活
動

　

多
く
の
Ⅰ
型
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
精
神
保
健
福

祉
士
等
の
専
門
職
員
が
働

い
て
い
て
、
地
域
で
病
気

や
障
害
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
方

が
、
ち
ょ
っ
と
誰
か
に
相
談
し
た
い

な
と
思
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
、
身
近
な
相
談
先
に
な
り
ま
す
。

来
所
さ
れ
た
方
に
は
時
間
を
取
っ
て

個
別
の
面
接
を
行
い
、
電
話
だ
け
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
必
要
な

場
合
は
訪
問
を
し
た
り
、
利
用
者
の

方
に
同
行
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手
続
き
や
社
会
資
源
の
見
学
等
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
は
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
地

域
生
活
を
送
る
方
に
「
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
」
を
作
成
す
る
「
計
画
相

談
支
援
」
の
事
業
と
、
精
神
科
病
院

や
入
所
施
設
等
か
ら
退
院
・
退
所
し

て
地
域
生
活
を
送
り
た
い
方
へ
の
「
地

域
相
談
支
援
」
の
事
業
が
、
多
く
の

Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る

図　地域生活支援事業

地域活動支援センター機能強化事業

移動支援事業

手話奉仕員養成研修事業

日常生活用具給付等事業

意思疎通支援事業

成年後見制度法人後見支援事業

成年後見制度利用支援事業

相談支援事業

自発的活動支援事業

理解促進研修・啓発事業

地
域
生
活
支
援
事
業

障害者からの相談に応じ、情報提供や必
要な援助することで、障害者の自立した
社会生活の実現を目指す

障害者に創作活動や生産活動、社会の交
流場を与え、地域生活支援の促進を図る
Ⅰ型－専門職員を配置、常勤 2 名以上

1 日の利用人数概ね 20 名以上
相談支援事業を合わせて実施

Ⅱ型－常勤職員 1 名以上
1 日の利用人数概ね 15 名以上

Ⅲ型－常勤職員 1 名以上
1 日の利用人数概ね 10 名以上
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
事
業

に
よ
っ
て
、
従
来
の
相
談
支
援
の
活

動
だ
け
で
は
届
か
な
か
っ
た
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、

Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援
機

能
は
強
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

＊
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
活
動

　

Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
多
く
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
利
用
者
が
自
分
な

り
に
く
つ
ろ
い
で
自
由
に
過
ご
せ
る

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特

定
の
作
業
は
な
く
、
開
所
時
間
中
は

来
た
い
と
き
に
来
て
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
音
楽
を
聴
い

た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て
思
い
思

い
の
過
ご
し
方
を
し
ま
す
。そ
し
て
、

職
員
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
来
る

利
用
者
の
人
た
ち
と
何
気
な
い
会
話

を
す
る
中
か
ら
、
そ
の
人
が
今
の
生

活
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
将

来
の
こ
と
で
思
い
描
い
て
い
る
こ
と

を
聞
き
、
支
援
が
必
要
な
と
き
は
し
っ

か
り
と
相
談
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る

関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
相
談
支
援
に
つ
な

が
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

＊
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
グ
ル
ー
プ
活
動

　

Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
利
用
者
か
ら
の
希
望
に
応
じ

て
企
画
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
頻
度

は
週
１
回
程
度
の
と
こ
ろ
か
ら
ほ
ぼ

毎
日
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

外
出
レ
ク
、
茶
話
会
、
趣
味
の
講
座
、

料
理
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
ス
ポ
ー

ツ
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
定
例
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
決

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が

り
を
広
げ
て
い
く
機
会
を
作
り
出
し

て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
利
用
者
同
士
で

障
害
を
も
つ
体
験
を
共
有
し
、
そ
う

し
た
つ
な
が
り
の
中
か
ら
自
分
た
ち

の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
ピ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
支
援
セ
ン
タ
ー
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
ピ
ア
・
ス
タ
ッ

フ
に
な
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
い
と

思
っ
た
ら
、
Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
場

合
は
ま
ず
電
話
で
直
接
連
絡
を
し
て

み
る
の
が
よ
い
で
す
。連
絡
が
つ
け
ば
、

来
所
の
予
約
を
し
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
職
員
か
ら
支

援
セ
ン
タ
ー
の
説
明
を
受
け
て
、
見
学

を
し
ま
す
。
そ
し
て
利
用
の
希
望
を
確

認
し
、
何
回
か
体
験
利
用
を
し
て
み

て
、
そ
の
上
で
利
用
希
望
が
固
ま
れ

ば
正
式
な
利
用
契
約
を
結
ん
で
支
援

セ
ン
タ
ー
の
登
録
メ
ン
バ
ー
に
な
り

ま
す
。支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
は
、

登
録
の
際
に
主
治
医
の
意
見
書
が
必

要
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
一
度
登

録
す
る
と
、
後
は
自
分
が
相
談
し
た

い
こ
と
が
あ
る
と
き
や
、
人
と
会
っ

て
話
が
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
な
ど

に
い
つ
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
に
か
か
る
費
用
は
支
援
セ
ン

タ
ー
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
利

用
料
・
登
録
料
が
無
料
の
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

グ
ル
ー
プ
活
動
等
の
活
動
費
や
交
通

費
、
訪
問
・
同
行
の
際
の
交
通
費
、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
お
茶
代
等
が
実

費
で
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

開
所
時
間
も
支
援
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
週
４
〜
６
日

で
１
日
６
〜
８
時
間
程
度
開
所
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

　

費
用
や
開
所
時
間
は
場
所
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
支
援
セ

ン
タ
ー
に
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー

の
多
く
が
、
日
頃
の
活
動
内
容
や
毎

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
し
た
広

報
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
参

考
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
に
む
け
て

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
「
計
画
相
談

支
援
」と「
地
域
相
談
支
援
」が
始
ま
っ

た
こ
と
で
、
Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
の

活
動
の
中
で
も
相
談
支
援
の
機
能
が

強
化
さ
れ
、
今
ま
で
よ
り
も
幅
広
く

相
談
支
援
が
必
要
な
方
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
活
動
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
活
動
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
活

動
に
職
員
が
十
分
な
時
間
を
割
け
な

い
と
い
っ
た
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

支
援
法
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

中
核
と
な
る
相
談
支
援
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
多
く
の
利
用
者
が
集

い
、
交
流
し
て
新
た
な
出
会
い
を
育

む
「
場
」
と
し
て
の
成
熟
も
期
待
さ

れ
る
Ⅰ
型
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
必
要

な
活
動
を
十
分
に
行
え
る
だ
け
の
運

営
体
制
を
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
国
と

自
治
体
に
対
し
て
今
ま
で
以
上
に
働

き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。（
す
ず
き
た
く
ろ
う
）



みんなねっと 2015 年１月号　 30 

　

Ｐ
Ｈ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

姫
井
昭
男

　
　

○
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

・
生
合
成
と
代
謝
：

　

神
経
伝
達
物
質
のGABA

は
、

ガ
ン
マ
ア
ミ
ノ
酪ら

く
さ
ん酸
（
γ-Am

ino 
Butyric Acid

）
の
略
称
で
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
神
経
伝
達
物
質
と
し

て
の
機
能
は
、
興
奮
に
対
す
る
抑
制

で
す
。
脳
内
で
は
興
奮
性
の
神
経
伝

達
物
質
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
か
ら

脱
炭
酸
酵
素
に
よ
り
作
ら
れ
る
の
で

す
が
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

の
機
能
は
真
逆
で
す
。

　

つ
ま
り
、
神
経
の
興
奮
と
抑
制
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
こ
の
よ
う

な
生
合
成
経
路
に
な
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
役
目
を
終
え
る
と
分

解
酵
素
に
よ
っ
て
、
他
の
ア
ミ
ノ
酸

を
効
率
よ
く
合
成
す
る
回
路
（
Ｔ
Ｃ

Ａ
回
路
）
に
取
り
込
ま
れ
て
新
し
い

ア
ミ
ノ
酸
へ
と
姿
を
変
え
ま
す
。

・
精
神
活
動
と
し
て
の
主
な
機
能
：

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
精
神
活
動
と
し
て
の

機
能
は
、
興
奮
を
抑
制
す
る
こ
と
で

す
。

　

外
的
な
、
過
剰
な
刺
激
を
察
知
す

る
と
、
脳
の
大
脳
辺
縁
系
に
お
い
て

ス
ト
レ
ス
反
応
系
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
興
奮
が
高
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に

刺
激
量
が
増
す
か
、
刺
激
継
続
が
一

定
以
上
の
時
間
を
超
え
る
と
、
過
剰

な
神
経
興
奮
反
応
を
抑
え
る
と
い
う

安
全
機
構
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
生
体
機
能
の
防
御
機
構
は
、
抑
制

系
神
経
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
神

経
系
統
を
調
節
す
る
神
経
伝
達
物
質

が
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ 

で
す
。

・
精
神
活
動
へ
の
影
響
：

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
、
ス
ト
レ
ス
を
緩
和

連載６

第
１
章
﹁
精
神
科
の
薬
﹂を
学
ぶ
前
に

メ
ン
タ
ル
障
害
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
知
識

―
薬
物
療
法
を
正
し
く
理
解
す
る

６
：
「
神
経
伝
達
物
質
」
そ
の
４
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図１　非定型精神病の概念

す
る
物
質
と
も
言
わ
れ
、
最
近
で
は

一
般
に
も
認
知
が
高
ま
り
、
食
品
に

添
加
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
実

験
的
な
試
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
身
近
に
市
販
さ
れ
て
い
る
物

と
し
て
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
含
ん
だ
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
は
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
摂
取
し
て

も
、
脳
血
流
関
門
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
）
と
い

う
脳
神
経
系
を
外
部
か
ら
守
る
関
所

を
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
ま
ま
の
形
で
は
通
過

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が

持
つ
神
経
の
興
奮
を
抑
制
す
る
効
果

は
得
ら
れ
な
い
と
反
論
さ
れ
ま
し
た

が
、
原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の

の
摂
取
の
有
無
で
の
比
較
検
討
で
は

有
意
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
摂

取
す
る
こ
と
で
神
経
の
興
奮
を
和
ら

あ
る
イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
い
う
筒

状
の
構
造
物
で
す
。

　

そ
の
筒
の
壁
は
５
つ
の
種
類
の
タ

ン
パ
ク
質
の
構
造
物
で
支
え
合
っ

て
、
そ
の
中
心
に
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
を

電
解
質
が
通
り
、
調
節
を
し
ま
す
。

そ
れ
が
イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。

イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活
動
は
そ
の

ト
ン
ネ
ル
の
大
き
さ
の
変
化
に
よ
っ

て
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
つ
の
構
造
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ

る
受
容
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
神

経
伝
達
物
質
が
結
合
す
る
と
構
造
が

変
化
し
ま
す
（
図
２
）。

　

興
奮
し
て
い
る
状
態
と
い
う
の

は
、
神
経
細
胞
内
が
電
気
的
に
プ
ラ

ス
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
言
え
ば
、
Na
＋
イ
オ
ン
（
ナ
ト
リ

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
受
容
体
と

い
う
神
経
細
胞
の
細
胞
膜
に
あ
る
受

け
皿
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神

経
細
胞
の
興
奮
を
抑
制
し
ま
す
。

　

次
頁
の
図
の
１
を
見
て
く
だ
さ

い
。
先
ほ
ど
説
明
し
た
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の

受
容
体
は
、
内
側
と
外
側
の
プ
ラ
ス

と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
（
電
解
質
）
の

量
を
調
節
す
る
た
め
に
細
胞
膜
上
に

げ
る
の
に
役
立
つ
と
言
え
ま
す
（
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
先
ほ
ど
の
例
に
挙

げ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
た
く
さ
ん
摂

る
こ
と
は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
も

し
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
効
果
を
高
め
る
ほ
ど

摂
取
し
よ
う
と
思
う
と
何
百
粒
も
食

べ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
健
康

を
害
す
る
か
ら
で
す
）。

　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
脳
内
で
の
化
学
的
な

動
態
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
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ウ
ム
プ
ラ
ス
イ
オ
ン
）
が
、
興
奮
し

て
い
な
い
状
態
よ
り
多
く
な
り
、
電

気
的
に
陽
電
価
を
帯
び
て
い
る
状
態

を
言
い
ま
す
。
そ
の
興
奮
を
抑
制
し

よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ス

の
イ
オ
ン
を
細
胞
内
に
取
り
込
め
ば

よ
い
わ
け
で
す
。

　

体
内
に
は
、
Cl
－
イ
オ
ン
（
塩
素

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
）
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
の
イ
オ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
の
Cl
－
イ
オ
ン
を
取
り
込
め

ば
、
興
奮
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
神
経

細
胞
の
外
部
か
ら
内
部
へ
、
イ
オ
ン

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
Cl
－
イ
オ
ン

が
図
３ 

の
よ
う
に
細
胞
内
へ
流
入

し
、
電
気
的
に
打
ち
消
し
と
な
っ
て

興
奮
が
冷
め
、
抑
制
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。

（
ひ
め
い
あ
き
お
）
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﹁
み
ん
な
ね
っ
と
﹂の
感
想

◆
福
井
県　

ペ
ン
ネ
ー
ム
福
井
春
男

　

家
族
（
70
代
）

　
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
10
月
号
に
「
高

齢
化
す
る
精
神
障
が
い
者
に
ど
ん
な

支
援
が
必
要
か
」
と
い
う
特
集
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

や
ど
か
り
の
里
で
生
活
す
る
辰
村

さ
ん
（
77
歳
）
が
、
い
ろ
い
ろ
な
支

援
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
厚

労
省
は
「
病
棟
を
転
換
し
て
居
住
施

設
に
」
と
い
う
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
病
院
と
施
設
は

違
う
と
い
う
こ
と
で
、
医
療
か
ら
福

祉
へ
の
転
換
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
か
で
は
な
い
か
。
退
院
し
て
施

設
で
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
地
域

の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
。
も
ち
ろ

ん
自
宅
や
ア
パ
ー
ト
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
良
い
と
思

い
ま
す
。

◆
大
阪
府　

晴
れ
な
い
空
子　

家
族

（
60
代
）

　

息
子
が
発
病
し
て
以
来
、
病
と
薬

の
複
雑
さ
、
治
療
と
そ
の
効
果
が
理

解
し
づ
ら
い
こ
と
に
重
ね
て
、
息
子

が
と
も
す
る
と
服
薬
拒
否
を
す
る
こ

と
に
悩
む
毎
日
で
し
た
。

　

回
復
の
展
望
が
見
え
な
い
な
か
、

な
ん
と
か
病
を
納
得
し
、
前
向
き
に

暮
ら
し
た
い
と
思
い
、
手
さ
ぐ
り
で

あ
れ
こ
れ
情
報
を
手
に
入
れ
た
り
、

主
治
医
に
お
尋
ね
し
た
り
、
家
族
会

に
参
加
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
で

す
が
い
つ
も
「
あ
ま
り
勉
強
す
る
よ

り
、ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
し
な
い
と
。

本
人
が
神
経
質
に
な
る
よ
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
気
持
に
水
を
さ
さ

れ
、又
回
復
の
目
途
が
立
た
な
い
し
、

暗
い
気
持
の
日
々
で
し
た
。

　

で
す
が
連
載
の
菊
山
先
生
は
「
家

族
も
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
っ
た

け
の
情
報
を
伝
え
ま
す
」
と
お
っ
し

ゃ
り
、と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

い
つ
も
展
望
の
開
け
る
こ
と
の
希
望

を
感
じ
、嬉
し
く
読
ん
で
い
ま
し
た
。

連
載
終
了
で
と
て
も
残
念
で
す
。

◆
愛
知
県　

大
石
哲
也　

本
人
（
50

代
）

　

初
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
私
た
ち

は
精
神
障
害
者
同
士
で
結
婚
し
て
11

年
に
な
り
ま
す
。

　

11
月
号
「
街
の
診
療
所
か
ら
の
お

便
り
」
の
「『
半
分
年
金
、半
分
自
力
』

読者のページ

わわ
み

わわ
ん

わわ
な

わわわわ
の

設
に
」
と
い
う
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
病
院
と
施
設
は

違
う
と
い
う
こ
と
で
、
医
療
か
ら
福

祉
へ
の
転
換
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
か
で
は
な
い
か
。
退
院
し
て
施

設
で
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
地
域

の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
。
も
ち
ろ

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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ル
ネ
ス
タ
＋
デ
パ
ケ
ン
を
服
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ン
ス
タ
は
昨
年
５
月
よ
り
導
入

し
ま
し
た
が
、
昨
年
９
月
よ
り
乳
汁

分
泌
＋
巨
乳
で
、
生
理
不
順
で
も
苦

し
ん
で
お
り
、
乳
腺
外
科
＋
皮
膚
科

と
通
院
が
増
え
ま
し
た
。
精
神
科
は

自
立
支
援
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

精
神
科
の
薬
の
副
作
用
で
他
の
科
を

受
診
し
て
も
、
他
の
科
は
３
割
負
担

が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

娘
は
現
在
も
自
立
で
き
て
お
ら

ず
、
障
害
者
２
級
を
Ｈ
28
年
７
月
ま

で
い
た
だ
け
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
に
何
と
か
働
け
る
様
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
は
娘
と

２
人
自
立
に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

◆
ぱ
ん
や
ん　

本
人
（
30
代
）

　

私
は
統
合
失
調
症
の
39
歳
の
女
性

で
す
。結
婚
し
て
11
年
に
な
り
ま
す
。

結
婚
生
活
を
一
言
で
表
す
と
〝
と
て

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
と
読
み
ま
し
た
。

　

岩
手
県
松
崎
さ
ん
「
私
と
子
ど
も

の
あ
ゆ
み
」
の
、
最
後
の
言
葉
「
障

害
を
持
つ
子
ど
も
と
親
子
一
緒
に
ケ

ア
付
き
ホ
ー
ム
を
つ
く
れ
な
い
も
の

か
」
に
同
感
で
す
。

　

日
常
生
活　
　

◆
徳
島
県　

花
子　

家
族
（
50
代
）

　
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
の
会
員
の
皆

様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？ 

い
つ
も
相
談
室
の
先
生
方
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
良
い
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
、
今
日
ま
で
生
き
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

娘
27
歳
（
統
失
）
は
14
歳
発
病
で
、

病
歴
13
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
２
年

前
に
病
気
が
再
発
し
て
初
め
て
６
か

月
間
医
療
保
護
入
院
し
、
１
週
間
保

護
室
に
い
ま
し
た
。
現
在
は
コ
ン
ス

タ
の
注
射
２
Ｗ
／
１
回
と
、
ね
る
前

と
い
う
生
き
方
」
を
見
て
、
ぼ
く
た
ち

も
そ
う
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
二
人

で
パ
ー
ト
で
そ
う
じ
の
仕
事
で
、
同
じ

会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
一
人
で
は
生
活
は
で
き
な
い

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○

で
し
ょ
う
。
し
か
し
夫
婦
二
人
で
協
力

し
あ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
妻
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
両
親
に
も
感
謝
で
す
。

◆
奈
良
県　

り
ん
ご
さ
ん　

家
族

（
60
代
）

　
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
封
を
切
り
ま
す
。

　

11
月
号
増
本
先
生
の
「
街
の
診
療

所
か
ら
の
お
便
り
」
大
変
興
味
深
く

読
み
ま
し
た
。「
ゆ
っ
く
り
生
き
よ

う
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

姫
井
先
生
の
「
薬
物
療
法
を
正
し

く
理
解
す
る
」
で
、
薬
は
多
す
ぎ
て

も
少
な
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

真
澄
さ
ん
の
「
つ
れ
づ
れ
日
記
」
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り
精
神
病
に
対
す
る
偏
見
も
減
っ
て

き
て
い
る
の
を
実
感
し
ま
す
。
次
の

５
年
10
年
で
、
も
っ
と
病
気
や
障
害

を
抱
え
る
人
の
暮
ら
し
が
よ
く
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
望
む
人
誰

も
が
仕
事
を
し
結
婚
を
し
、
子
供
を

持
ち
友
人
と
語
ら
い
、
快
適
な
住
ま

い
に
住
む
…
。
そ
う
い
う
生
活
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
で
き
る
時
代
が
来

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

◆
新
潟
県　

ペ
ン
ネ
ー
ム
ひ
ぐ
ち
ま

さ
や　

本
人
（
30
代
）

　

風
呂
に
入
ら
な
い
!!
、
歯
を
磨
か

な
い
!!
、
髭
を
そ
ら
な
い
!!
…
日
常

生
活
で
あ
た
り
前
の
事
が
で
き
な
い

自
分
が
昔
い
た
。

　

確
か
に
病
気
と
言
っ
て
し
ま
え
ば

病
気
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
日
常

生
活
の
あ
た
り
前
の
事
が
で
き
な
い

と
、
病
気
は
な
お
さ
ら
悪
化
す
る
。

私
達
は
一
般
の
人
達
に
は
な
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
毎
日
の
あ
た

も
楽
し
い
〟
で
す
。

　

私
は
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

失
恋
と
仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
等
で

病
気
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
次
第

に
思
考
も
正
常
で
な
く
な
り
、
強
い

緊
張
感
・
幻
聴
で
も
う
〝
だ
め
だ
〟

と
思
っ
た
時
、
主
人
（
当
時
は
ボ
ー

イ
フ
レ
ン
ド
の
一
人
で
し
た
）に「
助

け
て
」
と
す
が
り
つ
き
ま
し
た
。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○

　

ほ
と
ん
ど
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、

何
が
主
人
の
心
に
ひ
び
い
た
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
主
人
は
結
婚
を
決

断
し
友
人
た
ち
を
集
め
て
式
を
ひ
ら

い
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
式
と
引

っ
越
し
等
、
環
境
の
大
き
な
変
化
で

病
気
は
決
定
的
に
な
り
、
叫
ぶ
怒
鳴

る
の
状
態
が
続
き
入
院
し
ま
し
た
。

　

７
～
８
年
の
闘
病
を
経
て
、
今
は

◆佐賀県　ひろし　本人（50 代）

２
人
で
穏
や
か
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
母

と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
フ

レ
ン
ズ
の
支
え
も
あ

っ
て
、
な
ん
と
か
や

っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

時
代
も
当
時
は
病
名

が
「
精
神
分
裂
病
」

か
ら
「
統
合
失
調

症
」
に
変
更
さ
れ
て

い
て
、
心
理
的
負
担

が
ず
っ
と
減
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
で
昔
よ
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り
前
の
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

自
分
は
、
回
復
の
方
に
向
か
っ
て
い

る
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
作
業
所
な
ど
に
か
よ

っ
て
、
少
し
で
も
一
般
の
人
達
に
近

づ
け
る
よ
う
に
毎
日
の
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。

　
　

詩
・
そ
の
他　
　

◆
熊
本
県　

Ｍ
・
Ｔ　

本
人
（
50
代
）

　
　

あ
り
が
と
う
の
花
束

お
花
を
届
け
に
来
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
な
が
い
年
月

あ
な
た
が
重
ね
た

た
く
さ
ん
の
良
い
行
な
い
に

あ
り
が
と
う
の
声
が
集
ま
っ
て

こ
ん
な
に
き
れ
い
な

花
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
は
あ
な
た
に
し
か
見
え
な
い

い
つ
ま
で
も
枯
れ
な
い
花
束
で
す

ど
う
ぞ
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

き
っ
と
ま
た
い
つ
か
次
の
花
束
を

届
け
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す

◆
愛
知
県　

け
い
ち
ゃ
ん　

本
人

（
40
代
）

　
　

あ
な
た
の
お
か
げ
で

雪
が
降
る　

寒
い
朝
に

吐
く
息
は
冷
た
く
て

心
は
頑
な　

凍
っ
て
し
ま
い
そ
う

で
も　

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー

○○○○○○○○○みんなのわ○○

○○○○○○○○○みんなのわ○○

一
杯
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

そ
し
て
あ
な
た
の
優
し
さ

強
さ　

あ
た
た
か
さ

私
は
救
わ
れ
ま
し
た　

あ
り
が
と
う

迷
っ
て
も　

も
が
い
て
も

そ
ば
に
い
て
く
れ
た

あ
な
た
の
お
か
げ
で

今
が
あ
る
の
で
す

そ
し
て
私
も　

や
さ
し
く
な
り
た
い

そ
し
て
あ
な
た
と

や
さ
し
い
街
で
暮
ら
し
た
い

✿❀✿❀✿　原稿募集　❀✿❀✿❀

「私と子どものあゆみ―母として」

のコーナーへ　お母様の体験談をお

寄せ下さい！

　昨年６月号からスタートした、お
母様の体験手記コーナーに、読者の
皆様からたくさんの共感、感動の言
葉をいただいております。
　そこで様々な体験をお持ちのお母
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プロなどでも可）にまとめて、氏名
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6907-9211）までご連絡いただけれ
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　皆様の貴重な体験をお待ちしてい
ます。
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■郵便振込　00130-0-338317 　　加入者名 　みんなねっと

■
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
正
月
の
食
卓
を
に
ぎ
わ

す
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

お
せ
ち
料
理
で
す
ね
。
年
末

の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
東
京
の

デ
パ
ー
ト
で
64
万
円
（
江
戸

キ
リ
コ
の
重
箱
）
の
お
せ
ち

料
理
の
予
約
が
始
ま
り
、
即

日
で
完
売
と
な
っ
た
と
の
こ

と
。
お
せ
ち
料
理
も
様
変
わ

り
し
た
も
の
と
驚
き
ま
し
た
。

　

お
正
月
は
年
始
客
も
多
く
、

台
所
に
立
つ
こ
と
な
く
、
お

料
理
を
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
保
存
の
効
く

お
せ
ち
を
作
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
の
小
さ
い
時
は
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
は
な
く
、
三
賀

日
は
商
店
も
閉
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
年
末
は
お
正

月
の
準
備
で
大
変
で
し
た
。

　

母
が
忙
し
く
す
る
中
で
、

私
は
お
せ
ち
の
担
当
で
し
た
。

　

火
鉢
の
炭
火
で
、ご
ま
め
、

黒
豆
、
栗
き
ん
と
ん
の
見
守

り
が
役
割
り
で
し
た
。
結
構
、

時
間
の
か
か
る
も
の
で
、
味

見
を
し
な
が
ら
、
や
っ
て
い

ま
し
た
。
か
ま
ぼ
こ
以
外
は

ほ
と
ん
ど
母
の
手
づ
く
り

で
、
大
み
そ
か
ま
で
は
、
家

中
に
美
味
し
い
に
お
い
が
漂

っ
て
ま
し
た
。

　

結
婚
し
て
か
ら
も
母
の
味

を
受
け
継
ぎ
、
毎
年
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、こ
こ
数
年
は
、

品
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば

ほ
ん
と
う
に
す
べ
て
の
お
せ

ち
が
あ
り
、
買
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、で
も
、

や
っ
ぱ
り
わ
が
家
の
味
が
一

番
で
す
。

　

今
年
一
年
の
家
族
の
健
康

と
何
事
も
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
と
祈
り
、
お
せ
ち
を
い

た
だ
き
ま
す
。
（
川
﨑
洋
子
）



 

 
 



 

 
 


